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臨
時
福
祉
給
付
金
等
給
付
事
業

費
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
は
、
低

所
得
の
年
金
生
活
者
等
に
対
し
て
、 

対
象
者
一
人
当
た
り
３
万
円
を
今

年
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

院
選
挙
前
に
給
付
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
本
市
の
当
初
予
算
で

は
臨
時
福
祉
給
付
金
と
合
わ
せ
て

５
億
１
８
０
２
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

既
に
多
く
の
人
々
か
ら
、
参
議

院
選
挙
を
前
に
し
た
安
倍
政
権
に

よ
る
国
家
的
買
収
行
為
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
い
う
的
確
な
指
摘
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、付
け
加
え
れ
ば
、

安
倍
政
権
は
、
年
金
積
立
金
管
理

運
用
独
立
行
政
法
人
の
株
式
運
用

枠
を
拡
大
し
、
国
民
の
支
払
っ
た

年
金
保
険
料
を
市
場
の
株
高
を
演

出
す
る
た
め
に
使
っ
て
き
ま
し
た
。 

国
民
の
年
金
資
産
約
１
７
０
兆
円

の
う
ち　

兆
円
も
損
失
し
た
に
も

３０

か
か
わ
ら
ず
、
今
度
は
選
挙
前
に

３
０
０
０
億
円
を
ば
ら
ま
く
と
い

う
の
は
、
尋
常
な
感
覚
で
は
な
し

得
る
も
の
で
は
な
く
、
到
底
認
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、

本
事
業
に
関
す
る
経
費
の
支
出
に

反
対
す
る
も
の
で
す
。

　

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
費
で
は
、 

当
初
計
画
か
ら
８
億
円
近
く
増
加

し
、
総
額
約　

億
円
に
膨
ら
ん
で

２８

い
ま
す
。
庁
舎
建
設
に
は
同
意
し

ま
す
が
、
そ
の
規
模
と
資
源
配
分

の
観
点
か
ら
、
今
回
の
予
算
措
置

に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

い
よ
工
事
着
手
と
な
り
、
平
成　
２９

年
中
に
完
成
予
定
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
今
後
の
事
業
の
進
展
に
大

い
に
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
４
月

開
院
の
座
間
総
合
病
院
内
に
は
、

派
遣
型
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
置
さ
れ
、
救
急
医
療
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
賛
意
を
表
し
ま

す
。
現
在
、
救
急
救
命
士
の
有
資

格
者
は　

名
で
、
病
院
へ
救
急
隊

３１

員
を
３
名
派
遣
す
る
こ
と
で
運
用

が
可
能
と
の
こ
と
で
す
が
、今
後
、

増
加
が
予
想
さ
れ
る
救
急
業
務
の

充
実
な
ど
を
考
慮
し
、
救
急
救
命

士
の
確
保
を
図
る
よ
う
望
み
ま 

す
。

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２８

予
算
に
賛
成
し
ま
す
。
中
学
校
の

給
食
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら

よ
り
一
層
委
託
調
理
に
目
が
届
く

よ
う
栄
養
士
を
２
人
体
制
に
す
る

こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
試
行
が
始
ま
っ
た
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
型
デ
リ
バ
リ
ー
方

式
の
給
食
の
申
し
込
み
率
は
、
東

中
学
校
は
昨
年
９
月
が　

・
３
％

２６

で
本
年
２
月
が　

・
４
％
、
栗
原

１７

中
学
校
は
９
月
が　

・
２
％
で
２

３４

月
が　

・
７
％
で
あ
り
、
２
校
と

２３

も
昨
年
９
月
か
ら
下
が
り
続
け
て

い
ま
す
。
学
校
給
食
と
な
っ
た
意

義
と
し
て
就
学
援
助
費
受
給
家
庭

に
給
食
費
の
支
援
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
受
給
家

庭
の
中
で
の
２
月
の
申
し
込
み
率

も
、
東
中
学
校
は　

・
０
％
、
栗

３０

原
中
学
校
は　

・
７
％
に
下
が
っ

３９

て
お
り
、
学
校
給
食
が
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
２
カ
月
前
で
あ
る

こ
と
、
子
供
た
ち
が
弁
当
を
と
り

に
行
き
、
食
後
弁
当
箱
を
返
す
ま

で
の
昼
食
時
間
が　

分
間
し
か
な

１５

い
こ
と
が
課
題
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
の
で
、
費
用
は
か
か
っ
て

も
他
市
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
等
を

利
用
し
て
１
週
間
前
の
申
し
込
み

が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
利
便
性
を
図
る
こ
と
や
、 

昼
食
時
間
拡
大
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

予
算
に
賛
成　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

な
り
得
る
中
学
校
給
食
を
期
待

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

国
民
の
年
金
資
産
の
損
失
を
出
し
な
が
ら
、

３
千
億
円
ば
ら
ま
く
給
付
金
支
給
事
業
に
反
対

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

２８

予
算
は
、
第
四
次
座
間
市
総
合
計

画
に
示
し
た「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」

の
実
現
の
た
め
実
施
計
画
事
業
を

最
優
先
と
し
、
そ
の
全
て
を
網
羅

し
た
予
算
措
置
の
実
現
に
向
け
て
、 

当
局
が
一
丸
と
な
っ
て
徹
底
し
た

事
業
の
見
直
し
と
さ
ら
な
る
経
費

削
減
の
た
め
知
恵
を
絞
り
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
予
算
編
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
本
市
で
初

め
て
４
０
０
億
円
台
と
な
り
、
４

年
連
続
で
過
去
最
大
を
記
録
し
ま

し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
扶
助
費

等
の
義
務
的
経
費
が
膨
ら
ん
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
度
の
執
行

残
高
を
財
政
調
整
基
金
へ
積
み
立

て
る
な
ど
当
初
予
算
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
着
実
、
堅
実
な
予
算
編

成
の
中
で
、
実
施
計
画
事
業
を
網

羅
し
た
内
容
が
随
所
で
酌
み
取
れ

る
な
ど
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
予

算
編
成
で
あ
り
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
拠
点
と
な
る
新
消
防
庁
舎
建

設
は
平
成　

年
度
に
工
事
着
手
し
、 

２８

平
成　

年
中
の
完
成
を
目
指
す
と

２９

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
当

局
の
尽
力
に
よ
り
、
適
用
が
難
し

い
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
８
条
に

よ
る
国
庫
補
助
を
実
現
す
る
と
と

も
に
積
極
的
に
活
用
し
、
財
政
負

担
軽
減
に
努
め
た
こ
と
を
高
く
評

価
し
ま
す
。

　
　

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴 
議
員
）

積
極
的
な
予
算
編
成
、
消
防
庁
舎
建
設
の

着
実
な
進
展
を
評
価

ン
プ
座
間
の
一
部
土
地
を
利
用
し
、 

座
間
総
合
病
院
が
４
月
に
開
院
し

ま
す
が
、
市
長
は
じ
め
当
局
の
大

変
な
労
苦
の
上
で
実
現
し
た
も
の

と
感
謝
し
ま
す
。消
防
庁
舎
建
設
、

公
園
や
周
辺
の
整
備
は
、
市
民
の

安
全
安
心
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２７

算
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み

立
て
な
ど
適
正
な
執
行
管
理
に
よ

る
財
源
確
保
が
次
年
度
の
事
業
展

開
へ
の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
と
な
っ

て
お
り
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

た
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
の
展
開
に
期
待
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
で

２８

は
、
扶
助
費
の
大
幅
増
に
よ
り
義

務
的
経
費
が
前
年
度
を
上
回
る
見

込
み
と
な
り
、
着
実
、
堅
実
な
財

政
運
営
が
不
可
欠
な
中
で
、
第
四

次
座
間
市
総
合
計
画
実
施
計
画
の

全
て
の
事
業
を
網
羅
し
た
予
算
編

成
を
評
価
し
、賛
意
を
表
し
ま
す
。

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
で
は
、
消

防
・
防
災
の
新
た
な
活
動
拠
点
と

な
る
新
消
防
庁
舎
の
建
設
が
い
よ

公
明
党
（
小
野　

た
づ
子 
議
員
）

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
に
賛
成　

２８新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
進
展
に
期
待

　

新
年
度
予
算
の
保
育
園
施
設
整

備
事
業
費
に
は
、
市
立
緑
ケ
丘
保

育
園
民
営
化
の
た
め
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
立
保
育

園
の
民
営
化
に
反
対
し
ま
す
。
公

立
保
育
園
は
公
的
責
任
に
よ
る
保

育
を
求
め
る
世
論
を
受
け
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
地
域
の
保
育
標

準
と
な
り
、
民
間
社
会
福
祉
法
人

と
も
一
緒
に
な
っ
て
子
育
て
の
拠

点
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
待
機

児
童
の
増
加
が
政
治
問
題
化
し
て

い
ま
す
が
、
国
が
公
立
保
育
園
に

対
し
て
、
平
成　

年
に
運
営
費
の

１６

国
庫
補
助
金
を
廃
止
し
、
平
成　
１８

年
に
整
備
費
の
国
庫
補
助
金
を
廃

止
し
た
た
め
に
、
公
立
保
育
園
が

約　

％
も
減
っ
た
こ
と
が
増
加
の

２５

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

公
立
保
育
園
を
民
営
化
す
る
こ
と

な
ど
に
反
対

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２７

算
で
は
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
積
極
活
用
し
、
地
方
創
生
に

向
け
て
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
費
、
中
小
企
業
事
業

承
継
支
援
事
業
費
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
導
入
支
援
事
業
費
を
計
上
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２８

前
年
度
比
５
・
２
％
増
の
４
１
４

億
１
４
５
０
万
円
余
と
過
去
最
大

で
、
高
齢
化
等
で
増
え
続
け
る
扶

助
費
は
歳
出
の
約　

％
を
占
め
、

３１

前
年
度
比　

・
７
％
増
の
１
２
８

１１

億
７
９
０
０
万
円
余
で
予
算
総
額

が
膨
ら
む
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
全
体
と
し
て
受
け
と
め
、

必
要
見
込
み
額
を
確
実
に
措
置
し
、

扶
助
事
業
が
必
要
な
市
民
に
安
心

感
、
信
頼
感
を
与
え
た
こ
と
を
高

く
評
価
し
ま
す
。

　

懸
案
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の

実
施
計
画
事
業
を
全
て
網
羅
す
る

等
の
確
実
、堅
実
な
予
算
編
成
は
、

市
長
は
じ
め
当
局
の
努
力
の
た
ま

も
の
と
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

本
年
２
月
に
返
還
さ
れ
た
キ
ャ

新
政
い
さ
ま
（
伊
藤　

正 
議
員
）

実
施
計
画
事
業
を
全
て
網
羅
し
た

確
実
、
堅
実
な
予
算
編
成
を
評
価

原
因
で
す
。
公
立
保
育
園
を
な
く

す
の
で
は
な
く
、
公
立
保
育
園
の

大
幅
増
と
保
育
士
の
抜
本
的
処
遇

改
善
に
向
け
た
政
治
的
転
換
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
必
要
と
な
る
保
育
園
耐
震

化
等
改
修
費
の
財
源
は
、
米
軍
基

地
に
係
わ
る
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
交
付
金
を
活
用
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
投
資
に
関
す
る
条

例
と
関
連
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
の

投
資
奨
励
金
の
効
果
を
十
分
検
討

し
な
い
ま
ま
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業

へ
の
投
資
奨
励
金
を
増
額
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
反
対
し
ま
す
。

　

各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
て

い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
条

例
と
関
連
予
算
に
も
反
対
し
ま
す
。

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
常
任
委
員
会
等
の
所
管
事

務
調
査
、
議
員
派
遣
、
議
員
提
出

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・
（
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）
省
略
・

討
論
・
採
決
、
議
員
提
出
議
案
上

程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、

閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
討
論
、
総
括
質

疑
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
７
号
・
第
８
号
に
対
す

る
質
疑
（
２
月　

日
）

２５

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）

　

議
案
第
１
号
〜
第
９
号
に
対
す

る
討
論
（
２
月　

日
）

２５

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）

　

総
括
質
疑
（
２
月　

日
）

２６

　

小
野
た
づ
子
（
公
明
党
）
、
安

海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

池
田
徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）
、
京

免
康
彦
（
新
政
い
さ
ま
）
、
中
澤

邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

討
論
（
３
月　

日
）

２５

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）
、
小
野
た
づ
子
（
公
明

党
）、
中
澤
邦
雄（
日
本
共
産
党
）、

伊
藤
正
（
新
政
い
さ
ま
）
、
池
田

徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）
、
加
藤
陽

子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

議
員
提
出
議
案
第
２
号
に
対
す

る
質
疑
（
３
月　

日
）

２５

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

議
員
提
出
議
案
第
２
号
に
対
す

る
討
論
（
３
月　

日
）

２５

　

安
海
の
ぞ
み（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

長
谷
川
光
（
新
政
い
さ
ま
）
、
稲

垣
敏
治
（
公
明
党
）

　

議
員
提
出
議
案
第
３
号
に
対
す

る
討
論
（
３
月　

日
）

２５

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）


